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８
月
２４
日
（
木
）、
油
木
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

を
会
場
に
、「
み
ん
な
の
集
落
研
究
所
」（
岡
山
県
）
代

表
執
行
役
の
石
原
達
也
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
「
他
地

域
の
挑
戦
事
例
や
デ
ー
タ
か
ら
考
え
る
地
域
の
未
来
」

を
テ
ー
マ
に
、「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
油
木
地
区
の
将
来
的
な
人
口
推
移
に
伴
い

想
定
さ
れ
る
事
象
や
、「
み
ん
な
の
集
落
研
究
所
」
が
関

わ
ら
れ
た
岡
山
・
島
根
を
中
心
と
し
た
取
り
組
み
等
の

先
進
事
例
の
説
明
を
聞
き
、
そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
、
油
木
地
区
の
現
状
を

見
据
え
な
が
ら
「
地
域
で
考
え
る
こ
と
」「
行
政
と
考
え

る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
意
見
交
流
を
行
い
ま
し
た
。 

 

各
グ
ル
ー
プ
か
ら
は
、
交
通
・
買
物
・
介
護
・
病
院 

・
学
校
・
仕
事
等
々
、
日
頃
か
ら
憂
い
て
い
る
課
題
が

挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
地
域
の
現
状
を
行
政
と
共
有
・
連

携
し
て
解
決
し
て
い
く
た
め
に
も
、
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー

を
き
っ
か
け
に
、「
次
の
一
手
」
が
生
ま
れ
れ
ば
良
い
で

す
ね
。 

当
日
は
油
木
地
区
の
各
自
治
振
興
会
か
ら
約
２０
名

が
参
加
し
て
の
セ
ミ
ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 

  

 

 

ゆ
き
の
灯
り 

 

８
月
５
日
（
金
）、「
ふ
く
や
ま
子
育
て
応
援
セ
ン
タ

ー
」
企
画
に
よ
る
出
前
講
座
を
、「
天
満
屋
福
山
店
え

ほ
ん
の
国
」
に
て
開
催
し
、
福
山
市
内
小
学
１
年
生
か

ら
３
年
生
ま
で
の
親
子
１０
組
が
化
石
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
を
体
験
し
ま
し
た
。 

 

親
子
で
協
力
し
な
が
ら
石
を
砕
き
、
中
か
ら
化
石

が
出
て
く
る
と
歓
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

「
楽
し
か
っ
た
。」「
大
き
な
巻
貝
が
出
て
び
っ
く
り

し
た
。」
等
の
感
想
が
聞
け
ま
し
た
。 

 

今
回
の
講
座
は
３
月
に
府
中
市
に
お
い
て
開
催
し

た
出
前
講
座
の
情
報
を
受
け
て
、
福
山
市
が
企
画
さ

れ
た
も
の
で
、
改
め
て
「
き
っ
か
け
か
ら
広
が
る
生
涯

学
習
」
の
重
要
性
を
認
識
し
ま
し
た
。
今
回
の
出
前
講

座
が
、
ま
た
新
た
な
出
会
い
に
繋
が
れ
ば
幸
い
で
す
。 

 

７
月
３１
日
（
日
）、
シ
ル
ト
ピ
ア
カ
レ
ッ
ジ
図
書
館
を

会
場
に
、
府
中
市
立
図
書
館
田
中
い
づ
み
館
長
を
講
師
に

迎
え
、「
夏
休
み
こ
ど
も
の
読
書
会
」
が
開
催
さ
れ
、
２

名
の
小
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

今
回
の
読
書
会
で
は
「
か
あ
ち
ゃ
ん
取
扱
説
明
書
」
と

い
う
本
を
題
材
に
、
参
加
者
が
感
想
を
出
し
合
い
、
自
分

の
考
え
を
交
流
し
な
が
ら
、
田
中
館
長
の
リ
ー
ド
で
研
修

を
深
め
て
い
き
ま
し
た
。 

本
町
は
、「
神
石
高
原
町
読
書
活
動
推
進
計
画
」「
子
ど

も
読
書
活
動
推
進
計
画
」
に 

基
づ
く
施
策
を
通
じ
て
、
読 

書
活
動
を
通
じ
た
「
教
養
の 

ま
ち
神
石
高
原
町
の
確
立
」 

を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

「
確
立
」
の
た
め
に
、
学 

校
・
図
書
館
・
社
会
教
育
施 

設
の
連
携
等
、
積
極
的
・
具 

体
的
な
方
策
も
必
要
で
す
。 

   
 

           

 

 

８
月
２２
日
（
月
）、
松
岡
敬
二
先
生
（
理
学
博
士
・
前
豊

橋
市
自
然
史
博
物
館
館
長
）
を
講
師
に
招
き
「
大
人
の
化

石
教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

松
岡
先
生
は
油
木
出
身
で
、
幼
少
時
か
ら
西
川
功
さ
ん

と
の
交
流
体
験
を
通
じ
て
「
自
然
科
学
」
を
学
ば
れ
、「
に

し
か
わ
化
石
館
」
開
館
に
あ
た
り
、
指
導
・
支
援
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。 

 

■
午
前
の
部 

 
 

「
自
然
科
学
的
感
性
は
油
木
に
原
点
あ
り
」
と
題
し 

 

 
 

て
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 
 

松
岡
先
生
の
幼
な
じ
み
の
方
や
地
域
の
方
、
町
内
外

か
ら
理
科
教
育
の
関
係
者
の
方
が
多
数
参
加
さ
れ
、

講
演
に
耳
を
傾
け
ら
れ
ま
し
た
。 

 

■
午
後
の
部 

 
 

神
石
高
原
町
内
の
小
中
学
校
の
先
生
方
を
対
象
に
、

講
義
・
実
技
研
修
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 
 

参
加
さ
れ
た
先
生
方
は
、
松
岡
先
生
の
指
導
・
助
言

を
受
け
、
熱
心
に
研
修
を
深
め
ら
れ
ま
し
た
。 

           

 

８
月
９
日
（
火
）
１０
日
（
水
）、「
油
木
の
歴
史
大

発
見
（
地
学
編
）」
を
テ
ー
マ
に
、
油
木
小
学
校
児

童
を
対
象
に
「
子
ど
も
の
化
石
教
室
」
を
開
催
し
ま

し
た
。 

 

こ
れ
は
、
広
島
県
公
民
館
連
合
会
か
ら
「
令
和
４

年
度
公
民
館
等
活
性
化
モ
デ
ル
事
業
」
の
指
定
を
受

け
た
も
の
で
、「
化
石
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

協
力
に
よ
り
実
施
し
た
も
の
で
す
。 

 

９
日
（
火
） 

 
 

■
学
習
活
動
「
地
球
の
歴
史
を
学
ぶ
」 

 
 

■
創
作
活
動
「
化
石
レ
プ
リ
カ
作
り
」 

 
 

尾
森
武
尊
先
生
・
中
西
正
一
先
生
の
指
導
で
、 

 
 

「
昔
の
地
球
の
様
子
」
や
「
化
石
の
で
き
か
た
」 

 
 

を
学
び
、
石
膏
を
使
っ
た
レ
プ
リ
カ
を
作
っ
て 

 
 

着
色
し
ま
し
た
。 

 

１０
日
（
水
） 

 
 

■
体
験
活
動
「
化
石
発
掘
」（
仙
養
ケ
原
） 

 
 

中
西
正
一
先
生
の
指
導
で
、
地
形
の
探
索
や
実

際
に
化
石
が
含
ま
れ
る
地
層
か
ら
化
石
を
発

掘
し
ま
し
た
。 

 
 

 

    

 

  

 

  

  

 

 

○
な
か
な
か
で
き
な
い
体
験
を
さ
せ
て
も
ら
い
、
と
て
も
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。 

※
「
え
ほ
ん
の
国
」
出
前
講
座
の
参
加 

○
と
っ
て
も
良
い
経
験
を
し
ま
し
た
。
に
し
か
わ
化
石
館
へ
も
ぜ
ひ
行
き
ま
す
。 

 
 

 
 

保
護
者
の
感
想
よ
り 

「えほんの国」出前講座 

子どもの化石教室 

大人の化石教室 
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－思いやり 思いやりの心は、子どもの頃からの日常における実践を通して育まれる－（参考：鹿児島県教育委員会社会教育課「かごしま家庭教育ナビ」） 

                                  

                                  

                                  

                                  

                                  

                                  

                                  

                                    

                                  

                                  

                                  

                                  

                                   ☆地域で子どもを見守り育てましょう（油木協働支援センター） 
 

 

 家族のやさしさや思いやりがあると、それが励ましになり、子どもにとっては勇気をもって問題を解決する力になるでしょう。そしてさらに、人々と思いや

りをもって接する心を育み、人との友好的な関係を築く力を育むことにもつながるでしょう。        －９月１９日は「敬老の日」です－ 

「子どもに対する思いやり」それは、子どものことをよく知ることです。 

○子どもの話をよく聴きましょう。 

○子どもの中の世界がどんなものなのか、理解に努めましょう。 

○たとえ自分の思う通りでなくても、その子の世界を受け入れましょう 

「子どもが親を思いやる心」それは、広く他者を思いやる心の基になります。 

○親が、自ら親である祖父母を大切にする姿を見せることを心がけましょう。 

○バスや電車の中で、体の不自由な人や妊婦、高齢者に座席をゆずる姿や、 

困っている人に声をかける姿を、親が率先して見せましょう。 

 

まず、親自身が偏見をもたず、差別をし

ない、許さないということを子どもたち

に示していくことが大切です。 

差別をしない 

子に育てる 

いじめをしない 

子に育てる 

 

８
月
の
「
ゆ
き
キ
ッ
ズ
」
は
２
回
開
催
さ
れ
、
参
加

し
た
子
ど
も
た
ち
は
夏
の
思
い
出
を
作
り
ま
し
た
。 

□
楽
描
教
室
（
８
月
１７
日
） 

 
 

若
林
佐
都
子
先
生
の
指
導
で
、
水
彩
絵
の
具
を
使

っ
て
「
ひ
ま
わ
り
」
や
「
花
火
」
等
の
絵
を
描
き

ま
し
た
。
楽
し
い
作
品
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。 

□
も
の
つ
く
り
教
室
（
８
月
２３
日
） 

 
 

松
岡
純
夫
先
生
の
指
導
で
、「
水
鉄
砲
作
り
」
に 

 
 

挑
戦
し
ま
し
た
。
完
成
し
た
水
鉄
砲
で
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。 

      
 

 

 

 

 

「原爆と人間」展 令和４年８月２日～１６日 こ
の
企
画
展
は
、「
神
石
高
原
町
原
爆
被
害
者
協
議
会
」
が
主
催
し
、「
シ
ル
ト
ピ

ア
カ
レ
ッ
ジ
図
書
館
」「
油
木
協
働
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
共
催
し
て
シ
ル
ト
ピ
ア
カ

レ
ッ
ジ
図
書
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

 

 

 

 

 

８
月
２５
日
（
木
）
、
「
令
和
４
年
度
折
鶴
献
呈
」

を
実
施
し
、
町
内
の
方
々
よ
り
お
預
か
り
し
た
「
折

鶴
」
を
広
島
平
和
公
園
に
捧
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

 

今
年
度
も
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
の
影
響
か

ら
一
般
参
加
を
中
止
と
し
、
各
協
働
支
援
セ
ン
タ

ー
職
員
と
今
年
度
着
任
し
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
に
よ
る
「
折
鶴
献
呈
」
と
な
り
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
神
石
高
原
町
友
会
（
藤
岡
さ
ん
・
甲
斐

さ
ん
・
加
藤
さ
ん
）
の
方
々
と
一
緒
に
献
呈
式
を
行

い
、
加
藤
さ
ん
か
ら
「
原
爆
ド
ー
ム
」「
原
爆
死
没

者
慰
霊
碑
」「
原
爆
供
養
塔
」「
被
爆
樹
あ
お
ぎ
り
」

等
の
説
明
を
い
た
だ
き
、
最
後
に
平
和
記
念
資
料

館
を
見
学
し
、
改
め
て
平
和
の
大
切
さ
を
心
に
刻

み
ま
し
た
。（
町
友
会
の
皆
様
に
は
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、「
折
鶴
」
作
成
に
ご
協
力
い
た
皆

様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。） 

 

来
年
度
は
、
地
域
の
方
々
・
小
中
学
生
も
一
緒
に

「
折
鶴
」
を
捧
げ
、「
平
和
」
を
考
え
る
機
会
が
で

き
た
ら
と
思
い
ま
す
。 

 

 

 

爽秋の季節  自然観察眼を磨きませんか？ 

◇日 時 令和４年９月２４日（土）9:30～14:00 

◇講 師 杤木孝一先生（広島県きのこアドバイザー） 

◇場 所 集合：油木百彩館駐車場 

     活動：油木地域の山（赤木卓司氏所有） 

        油木協働支援センター（解散 14:00） 

◇内 容 きのこ採集・きのこ検定/観察会等 

◇定 員 １０名（参加費３００円 当日徴収） 

◇持参物 かご・根切り・弁当・飲料水・軍手・タオル 

お問い合わせ・申し込み 

油木協働支援センター  ☏ 82-0701 📠 82-2228 

 

 

 

７
月
２４
日
（
日
）、
安
田
自
治
振
興
会
・
安
田
自
主
防
災

会
主
催
「
自
主
防
災
研
修
会
」
が
開
催
さ
れ
、
神
石
高
原
ド

ロ
ー
ン
活
用
研
究
会
か
ら
５
名
が
講
師
と
し
て
参
加
し

「
災
害
時
の
備
え
」
に
つ
い
て
佐
藤
仁
史
さ
ん
が
講
義
を

行
い
、
併
せ
て
「
ド
ロ
ー
ン
」
の
飛
行
実
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 

 

近
年
、
全
国
各
地
に
お
い
て 

豪
雨
被
害
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
自 

然
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。 

「
も
し
も
」
の
場
合
を
常
に
想 

定
し
て
「
災
害
」
に
備
え
る
こ 

と
が
必
要
で
す
。
声
の
か
け
あ 

い
等
、
日
頃
の
地
域
で
の
関
係 

作
り
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。 

            

  

 

●日時  

令和４年１０月２７日（木） 

  １８：００～１９：００ 

●場所  

油木コミュニティセンター 

●講師 

株式会社ライズ 

詳細は油木協働支援センター 

HP にて掲載し 

ています。 

ご確認ください。 
 


